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１８、「照鏡見白髪」 張九齢（鏡に照らして白髪を見る  張 ９れい） 
 

 

宿昔青雲の志 嵯陀「さだ」たり白髪の年 

誰か知らん明鏡の裏 形影自ずから相憐れまんとは 

 

 

（大意）その昔、若い頃には、立身出世をして、自分の抱負を実現しようという志を持っ

ていたが、事に躓いてぐずぐずしている内に、今や、白髪の老人になってしまっ

た。全く予期しなかったことではあるが、鏡を見れば、わが身と鏡に映った自分

とが互いに哀れみあっていることだ。 

 

この詩は、師匠が習字教室の一隅に、小さな紙に書いて張り付けていた詩である。私より

１回り上の干支、つまり１２歳年上の兄貴だった。 

７０台の後半には数回の手術を繰り返しながら、懸命に前向きに生きていかれた。逝去さ

れる２ヶ月前まで教室で弟子たちの指導に情熱を燃やし続けられた。 

 

まことに私にとって、「得難い」「在り難い」指導者であり、書を通じて、奥行きの深い、

インド・中国哲学に興味を持たせてくれた恩人だった。どんな思いで、この詩を書いて飾

っておられたか、お尋ねする術もなくなってしまった。その師匠の年代になって、師匠を

偲んで私も書いてみた。 
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